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上記の通り、標準税率を上回る「超過課税」が３つの税目に渡

り、合計２９７億円（約３００億円）。特に、法人府民税の均等

割は、標準税率の２倍でダントツの全国一位。市町村では、制限

税率が設けられており、１.２倍までしか増税できない。

▲８００億 ▲７７０億 ▲４５０億

１６０億 ７０億 ６０億

（単位：億円）

上の表は、大阪府の「財政状況に関する中長期試算（荒

い試算）平成２５年２月版」です。

「平成２６年度 ▲８００億円」となっているのは、来年

度の大阪府の予算が８００億円不足していることを意味し

ます。平成２７年度は７７０億円不足し、平成２８年度は

４５０億円不足する予定です。

たいへんな金額です。このままの金額で歳出カットを行

えば、えらいことになるのですが、財政運営基本条例で財

政を縛ってきた結果、財政調整基金という貯金が１０００

億円を超えて、各年度の不足額への対応を緩やかにしてい

ます。といえども、ある程度の歳出カットは、今までも行っ

てきています。５年前の１１００億円の歳出カットの様に

は、ならなくて済んでいるということです。

減税に向けて、財政上の課題は、２つ。

【課題①】財政調整基金積立目標額1,450億円(33年度末)

（H25末残高見込み1,037億円）

【課題②】減債基金の積立不足額2,780億円の復元(～49年

度)(H25当初後3,620億円- H28まで復元840億円)

平成２９年度から大阪府の財政は黒字化。ここからの減

税を目指して、検討・議論を行って参ります。


